
長崎歴史文化博物館（2階 美術展示室）
開館時間／8：30～19：00（最終入館18：30）
観 覧 料／大人 600円（480円）
　　　　　小中高生 300円（240円）
主　　催／長崎歴史文化博物館

2015年9月16日㈬　10月19日㈪
 

◎（　）は前売り及び 15名以上の団体料金
◎長崎県内在住の小中学生は無料
　※長崎れきぶん友の会会員は観覧無料。
◎障害者手帳（身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者
　保健福祉手帳）保持者及び介護者1名は5割減額します。
　

○写真（左）中山文孝デザイン くんちポスター    ○（右上）磨屋町傘鉾垂
○（右中）絵ハガキ 江戸町 兵式調練（昭和9年） ○（右下）青ビロード・金モール付軍服
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町屋の展示「くんち」
期　間／9月16日（水）～10月19日（月）
場　所／歴史文化展示ゾーン　町屋
料　金／常設展チケットが必要です。

◎アクセス

◎らんらんバス「長崎歴史文化博物館」バス停下車。
◎路面電車「桜町」電停下車、徒歩5分。
◎路面電車「公会堂前」電停下車、徒歩7分。
◎路線バス「桜町公園前」バス停下車、徒歩3分。
◎長崎自動車道（長崎芒塚IC）より、諏訪神社方面へ10分。

◎お問合せ・お申込み
〒850-0007長崎市立山1‐1‐1 長崎歴史文化博物館　TEL 095‐818‐8366　FAX 095‐818‐8407

◎駐車場台数（有料）

◎一般車62台
◎大型バス5台

だ

長崎刺繍体験
日　時／9月18日（金）19日（土）
　　　　20日（日）25日（金）
　　　　10月2日（金）9日（金）
　　　　16日（金）17日（土）18日（日）
　　　　10:00～／14:00～
場　所／２Ｆ立山亭
参加費／100～1,000円
対　象／小学3年生以上
指　導／長崎刺繍再発見塾
※要事前申込み

はくぶつかんのおはなし会
日　時／9月26日（土）10:30～11:30
場　所／２Ｆ立山亭
対　象／幼児～小学校低学年
※参加無料
※要事前申込み

長崎くんちさるく「事前学習編」
日　時／9月27日（日）10:15～13:00　
場　所／ホール　常設展示室
講　師／本馬貞夫氏、長崎くんち塾塾生
参加費／1,000円

今年のくんち　速報写真展
期　間／10月11日（日）～11月3日（火祝）
場　所／１Ｆホール前

復元された江戸時代の町屋では、長崎くんち
のしつらえと歳時料理を展示しています。

今年の踊町の歴史と見どころを詳しく解説
します。その後、当館研究員の解説付きで
「くんち三八一年展」を見学します。新大工町
と西古川町の公開練習もご覧いただけます。

博物館職員が撮影した今年のくんちの見ど
ころを写真で紹介。あの感動をもう一度。

長崎くんちの傘鉾や衣装に用いられ、くんち
とともに発展してきた長崎刺繍。立体的な
盛上げ技法が特徴の長崎刺繍を体験して
みませんか。

くんちのお話を聞いた後、白いてぬぐいに
スケッチし、オリジナルのてぬぐいを作り
ます。

※長崎刺繍再発見塾の塾生が復元製作  
　した桶屋町の傘鉾の垂「十二支刺繍」
　も展示します。

○絵ハガキ 江戸町 兵式調練（昭和9年）

○鈴木信太郎 阿蘭陀萬歳（昭和24年）

○古写真 材木町傘鉾

○みゆきの先とも 金屋町傘鉾○絵ハガキ 西古川町傘鉾（明治41年）○古写真 新橋町傘鉾（明治34年） ○古写真 新大工町傘鉾（明治34年） ○古写真 榎津町傘鉾（明治34年） ○古写真 諏訪町傘鉾（明治初期）

○絵ハガキ 本古川町 軍艦（昭和7年）

※要事前申込み／tel.095-811-0369（長崎さるく受付）※9月25日（金）締切

連綿と受け継がれた、おくんち。
時代の流れを反映し、様々に表情を変えてきました。

　寛永11年（1634）、2人の遊女の小舞から始まった諏訪神社の
例祭・長崎くんちは、今年で381回目を迎えます。江戸時代に描か
れた絵巻・屏風に見られるような傘鉾や行列のきらびやかさは、
現在まで連綿と受け継がれ、人々の心を躍らせます。
　しかし、過去には戦争・流行病といった事情から、延期や中止
を余儀なくされたこともありました。長崎の人々は時代のムードを
敏感に感じ取り、戦時中には軍服を衣装とし、兵隊式の訓練を
演し物とする等、祭礼の様相を変えてでも「おくんち」の幾久しい
継続を熱望したのです。
　戦後70年を迎えた今年は、戦時中の長崎くんちを中心に各時代
の雰囲気を伝える古写真・衣装・ポスター等をご紹介します。


